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我々は、大学や高校の授業で利用できる光電効果の実験教材開発を行っている。光電効果は量

子論が古典的な物理学とは本質的に異なる性質をもつことを学生が学ぶうえで重要であるが、こ

の分野は物理の他の分野に比べて実験教材が少なく、既存の教材は装置がブラックボックス化し

ていて仕組みや原理が解りにくいなどの欠点がある。我々は原子吸光分析に用いられるホロカソ

ードランプを利用した光電効果実験教材を新たに提案し、様々な金属の仕事関数を比較的簡単に

求めることができる実験教材の実現を目指している。今までに

ホロカソードランプを用いて実際に光電効果信号を検出でき

ることを確認し、信号強度の入射光強度と入射光波長に対する

依存性を調べた[1]。今回は光学バンドパスフィルター ( BPF ) 

を用いてハロゲンランプからの入射光を単色化し、ハロゲンラ

ンプからの入射光波長に対する信号強度の変化からセシウム 

( Cs ) の限界波長測定を試みた。 

実験配置を図 1 に示す。BPF ( 半値全幅 10 nm ) は中心波長

が 620 nm から 650 nm まで 10 nm 間隔で換えて使用し、透過

光をホロカソードランプに照射した。光電効果信号はロックイ

ン増幅器で検出した。我々は以下の理論式に従い、α , β の値

を決定し、α / β から限界波長を求めた[2]。 

 

( I : 信号強度、α , β : 比例定数、λ : 入射光波長 )  

図 2 は横軸に 1 / λ 、縦軸に I1/2 をプロットしたグラフであ

る。この結果を一次曲線に近似して得られる直線の係数が α , 

β の値となる。α , β の値はそれぞれ 19274 と 29.467 であり、

Cs の限界波長は 654.1 nm となった。これまでに測定された

Cs の限界波長は 640 nm [3]で、今回得られた限界波長はそれ

よりも大きい値となった。 
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